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〈6月の休館日：毎週火曜と21日（水）〉

市長てくてく城下町145
 言葉のチカラ

※チケット欄の記号＝発売場所　ホ：やまと郡山城ホール窓口　ぴ：チケットぴあ　 ロ：ローソンチケット　e+：イープラス

　カーテンが　おなかいっぱい　風たべて
　昔、お茶のペットボトルのラベルにあった川柳
（？）で、確か小学生の作品だったと思います。
　誰もがどこかで見たことのある初夏の情景が、
みごとに浮かんでくるではありませんか。
　ところで今年、全国障害者芸術・文化祭ととも
に奈良県で開催される国民文化祭。
　本市でもいくつかの部門に名乗りを上げ、事業
に取り組んでいますが、そのうち11月25日に
DMG MORI やまと郡山城ホールで開催を予定
している『現代詩の祭典』では、全国から素敵な
「ことば」をただ今募集しています（6月30日締
め切り）。
　作品は3つの部門にわかれていて、まずテーマ
は自由に、何でもお書きいただく「現代詩」。
　形式にとらわれることなく、日ごろの思いを表
現していただければ結構です。
　二つ目の「課題詩」は奈良県にちなんだ地名や

行事を詠み込んだ作品、あるいはその土地での生
活や人生、歴史などをうたっていただくもので、
実行委員会では感動的な作品を期待しています。
　そして今回、全国で初めて取り組むのが、おも
しろい「ちびっこのことば」。
　小学生未満の「ちびっこ」を対象とし、子ども
が何げなくつぶやいたおもしろい言葉が、家族や
地域の絆や元気につながればという思いから生ま
れた部門で、保護者の代筆も可です。
　子どもって、冒頭で紹介した句のように大人が
想像もしない言葉をつぶやいたりするんですね。
　カーテンが風を食べるなんて表現は、頭が柔ら
かくなければできないのではないでしょうか。
　この祭典を本市で開催する背景には少年時代を
郡山ですごし、城跡の城趾会館南側の詩碑「ぼう
せきの煙突」で有名な現代詩人小野十三郎の存在
がありました。是非一度、お出かけください。

日　時 タイトル名 場所 ･ 座席 料　金 チケット
発売場所

未就
学児

6/10
（土）

開演 14:00
（開場 13:30）

奈良フィルサロンコンサート Vol.148
音楽の土曜日　森の音楽
～鳥とこだまと木洩れ陽と～

レセプションホール
全席自由

2,000 円
（ワンドリンク付）

発売中
ホ

×

出演：西田 麻希子（フルート）、世古宗 優（ホルン）、岡野 弥生（ピアノ）
曲名：森の情景／ボニス　バラード、パストラーレとダンス／エワイゼン、チャップリン・メドレー　ほか

7/1
（土）

開演 15:00
（開場 14:30）

DMG MORI やまと郡山城ホール 
歌声喫茶 
～心に残るあなたの想い出～

大ホール
全席自由

500 円
※会場内では飲食できません。

発売中
ホ ロ e+ ×

昔懐かしい歌声喫茶を大ホールに再現　想い出の歌を客席の皆さんと大合唱しましょう
出演：案内人（第 1部）大原 末子、岸　俊昭（第 2部）重竹 宣恵　番野 公夫（ピアノ） 岸本 耕誌（ギター）

7/26
（水）

開演
① 12:30
② 15:30

（ 開 場 は 開 演
の 30 分前）

しまじろうコンサート　
「しまじろうと もりのきかんしゃ」
※②はスペシャルアンコールあり。

大ホール
全席指定

2,280円
※�3歳未満は、保護者のひざ
上での鑑賞無料。保護者１
人につき子ども１人まで。

※�会場内では飲食できません。

発売中
ホ

○

会場みんなで楽しめる参加型コンサート！歌とダンスがもりだくさん。勇気を出して一歩踏み出す、ドキドキの冒険ストーリー。
9/2

（土）
開演 17:00

（開場 16:30） 大和郡山市民劇団 古事語り部座 公演
歌劇「ちゃもり～興正菩薩叡尊異聞」

大ホール
全席自由 1,000 円

6/5（月）
10:00 ～
発売開始
ホ ロ e+ ぴ

○
9/3

（日）
開演 14:00

（開場 13:30）

作･演出：松村 武（カムカムミニキーナ）　音楽：サキタハヂメ
出演：大和郡山市民劇団｢古事語り部座｣、松村 武、サキタハヂメ、山下 憲治、えぐち ひろし、池田 安友子
衰退していた西大寺を復興し、飢饉と疫病で混乱していた世の中でその生涯を通して、民衆を救済することに力を注いだ信念の
人、叡尊。僧侶の規範となり、庶民から親しまれた高僧としての生涯と偉業、今に残るその教えを叡尊上人の誕生の地である大
和郡山市の市民劇団が「一味和合」のちゃもりそのままに、わいわいと賑やかに、時に笑いを時に想像力を膨らませながら歌と
芝居で描く、「そうであったかもしれへん」異聞創作の物語。
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